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1.は じ め に
最近,e-commerceやe-businessが思 ったほ ど発展 しない とい う指摘 が な され始 めて い る。
一方 で,そ の市場規模 は順調 に拡大を続 けてい る。 それ に もかかわ らず上 記の ような指摘 がな さ
れ るのは,eマ ーケ ッ ト ・プ レイスへの期待,さ らに広 い範 囲 で いえ ば,情 報 技術(lnforma-
tionTechnology;以 下 「IT」 と呼ぶ ことにす る)や 情報 システム(lnformationSysteln;`以 下
「IS」 と呼ぶ ことにす る)へ の期待 が大 きすぎたのではないであ ろうか?こ れまでのISの 変遷
を振 り返 うてみ ると,MIS,DSS,SIS,CIM,CALS等,過剰反応 や掛 け声倒 れの連 続 で あ った
よ うに思 われる。 それに よって,多 くの企業がISへ の過剰投 資を繰 り返 して きた ので ある。
本 研究 は,上 記の問題意識 に基づ き,企 業 におけるISの 位置づ けにつ いて,再 検 討す る もの
である。 このよ うなISの 負 の側面 に対 して,松 田[1]は 「脆弱性」(vulnerability)と い う概
念 でアプローチ してお り,情 報技術的脆弱性,経 営 ・組織的脆弱性,国 際 ・社会的脆弱性,法 ・
倫理 的脆弱性 の4つ の側面について詳細な検討 を行 って いる。 その際の基礎 となる考え方 は,森
宮[2]の 指摘 するよ うに 「これ までISの 脆弱性を分析 し理論 的に吟味す るこ.とが不十分 であ っ
た」 とい うところにあ る。
一方,筆 者[3コ は,こ れ までのITやISの 変遷 が,過 剰反応 や掛 け声倒れ の連続 であ った こ
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とを指摘 し,ITやISに 対する 「暗黙信仰性」の概念を提示 している。その上で,従 来あま り注
目されてこなかったITやISの 「負の側面」に対して,暗 黙信仰性の概念か らのアプローチを
試みている。 これによれば,企 業,公 共機関の人たち,と りわけその上層部の人たちが,新 たな
ITやISの ブームに躍 らされてきたことが示唆される。また,筆 者はこの概念に基づき,こ れま
でITやISに 対 して過剰投資を繰 り返 してきたことを説明するためのIT,ISの 「暗黙信仰性 に
よる過剰反応フレームワーク」を提案 し,IT,ISの 「導入一評価の二重の暗黙性」を指摘 してい
る。
それでは,こ のような 「暗黙信仰性」を支えつづけた心理的基盤は何であろうか?こ れに関
して筆者[3]は,「 導入一評価の二重の暗黙性」により,管 理サイクルが適切に機能 しなかった
ことを示唆 している。一方で,筆 者 ら[4]は 「米国追従志向性」の概念を提示 し,ISの 暗黙信
仰性に対 してこの米国追従志向性が大きく影響 してきたのではないかという問題提起を行ってい
る。 ここでの基本的な考え方は,戦 後,日 本は米国を追従 して発展 してきた一方で,IT,ISの 領
域では過剰反応を繰 り返 してきたが,そ れ らに共通するのは 「米国追従志向性」による 「暗黙信
仰性」であるということにある。その上で,今 後予想される社会へのインターネッ トのさらなる
浸透をふまえると,日 本において 「サイバー空間上での取 り引きの必要性が米国ほど高 くない」
ことを常 に意識 していないと,こ れまでと同様の過剰反応や掛け声倒れを繰 り返す危険性が高い
ことを指摘 している。すなわち,日 本は米国に比較 して,時 間的 ・空間的制約が小 さいために,
サイバー空間上での取 り引きの必要性が相対的に低 いという視点である。
本研究では,上 記の暗黙信仰性[3]と 米国追従志向性[4コ の概念に対 して,筆 者の先行研究
[5]と 同様に 「模倣の合理性」および 「模倣の拡散」の側面からのアプローチを試みることにす
る。 その意味か ら,本 研究は筆者 の先行研究[5]の 延長線上 に位置づけ られる ものである。
Casson[6]に よれば,意 思決定のための情報が不足 している人たちにとって,模 倣は合理的な
行動であり,し か もそれは創始者の同意があるなしにかかわらず生 じるとされる。 もし環境の適
切なモデルを持っているのが誰か(創 始者)を 推測することが可能であれば,そ の人は創始者の
行動を模倣すればいいため,自 分 自身のモデルを必ずしも必要としない。その上,創 始者の同意
な しに模倣することができる。それ故,模 倣するという意思決定は全 く合理的なのである[6]。
本研究では,こ のようなCasson[6]の 枠組みに沿 って,模 倣の合理性 とISの 暗黙信仰性
[1]お よび米国追従志向性[4]と の間の関係を検討 し,IS拡 散の速度 と範囲の大きさ,そ の際
の専門家の米国追従志向性,ISの ブームの短命性等を示唆する。 これにより,筆 者 ら[4]の い
う 「米国追従志向性」のみでは米国→ 日本のIS導 入という二国間の狭い範 囲に限定せざるを得




上記のように,Casson[6]に よれば,意 思決定のための情報が不足 している人たちにとって,
模倣は合理的な行動であり,し かもそれは創始者の同意があるな しにかかわ らず生じるとされる。
もし,適 切な環境のモデルを持っているのが誰か(創 始者)を 推測することが可能であれば,そ
の人は,創 始者のモデルに 「ただ乗り」すれば良いため,自 分 自身のモデルを必ず しも必要とし
ない。その上,創 始者の同意な しに模倣することができる場合 も多い。 したがって優れた他者
(創始者)を 模倣するという姿勢は全 く合理的であり,こ れはベ ンチマーキングにも通 じるもの
である。
IS(も ちろんITも そうであるが)は その実体が目には見えない(暗 黙的である)た め,自 身
の適切なモデルを持つことは相対的に困難である。とりわけ組織の上層部の人たちにとって,そ
の詳細に関するモデルを持つことはきわめて難 しい。そこで,IS関 連の専門家(コ ンサルタン
トや研究者)が 紹介する成功例を模倣 しようとするのである。さらに,こ のような模倣の意識は,
IS「信仰」の行動へ と意思決定者を導 く。すなわち,意 思決定者が主観的に感 じる模倣の合理性
は,ISに 対する暗黙信仰性の源泉 となるのである。
模倣の合理性に関 して,Casson[6]は 下記のような5つ の基本原則を提示 している。
① 類似 性 の原 則:人 は,し ばしば類似 した状況にある
② 情報格差の原則:情 報の源泉は局所的なので,あ る人は同じ状況下にいる他の人 よりも多
くの情報をもっている
③ 公共 財 の原 則:情 報は共有することができ,そ して情報の発見を繰 り返すことは費用が
かかるので,あ まり情報をもっていない人はより情報をもった人から学
ぶほうが有利である
④ 顕 示 原 則:所 有 している情報は,意 思決定に反映される
⑤ 観 察 の 原 則:他 の人の意思決定は,そ の情報を獲得するよりも観察する方がしばしば
容易である
一方,模 倣 という行動は多 くの場合,図1に 示すように,模 倣者を他の模倣者が模倣 し,そ れ
をまた他の模倣者が模倣するという多段階の連鎖を生じる。直接,創 始者を模倣するという 「直
直接模倣 間接模倣 間接模倣
(最初の)創 始者 第2の 創始者 第3の 創始者
第1段 階の模倣 → 第2段 階の模倣 → 第3段 階の模倣
模倣者 模倣者 模倣者
図1模 倣 の 連 鎖
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接模倣」だけでなく,第1段 階の模倣者は第2段 階の模倣者から模倣 され,第2段 階の模倣者は
第3段 階の模倣者からの模倣を受けるという 「間接模倣」が生 じるのである。その際,第2段 階
の模倣者は第1段 階の模倣者を,ま た第3段 階の模倣者は第2段 階の模倣者を創始者と思ってい
るか もしれない。新たなISが 生まれ,そ のブームが広がってい くプロセスを考えた場合,こ れ
と同様のことがいえるのではないかと思われる。
このように,直 接模倣のみな らず間接模倣が加わることで,模 倣がより広い範囲へと拡散する
のである。本研究ではこれを 「模倣の拡散」 と呼ぶことにする。模倣の拡散の過程で,直 接模倣
よりもむ しろ間接模倣の方が威力を発揮するのかもしれない。それは,直 接模倣における創始者
はただ一人であるが,間 接模倣における被模倣者(元 は模倣者で第2段 階以降において創始者の
役割を演 じる者)は 複数存在するか らである。これを図示すると,図2の ようになる。
間接模倣において,先 に模倣 した者は後の模倣者に対 して,場 合によれば創始者を装うことも
可能である。なぜなら,模 倣は必ず しも創始者の同意を必要 とせず,か つ第2段 階以降の模倣
(間接模倣)は 創始者の手を離れているからである。模倣者は,創 始者を装 うことで創始者 とし
ての尊敬を得ることができるかもしれない。
しか しなが ら,模 倣者が創始者を装う行動は非常にリスクが大きい。それは,創 始者を装って
いる者が実際には模倣者であることが発覚 してしまった場合,彼 を創始者 と思 っている模倣者か
らの尊敬を完全に失うことになるからである。また,最 初の創始者か らの非難や責任の追及,さ
らには対価の請求を受けるからである。その意味で,二 重のペナルティを受けることになるので
ある。 これに関 してCasson[6ゴ は,「最初の創始者は,自 分の独創力にただ乗 りす る他の人 に
対 し多分共感はしない。可能であれば,少 なくともその恩恵に対する対価を支払わせたいであろ
う。」 とした上で,「主観的な自尊心を重ん じる合理的な模倣者は,最 初の創始者の主張(自 身が
摸倣者 模倣者 模倣者 模倣者
＼ 倣者/模 倣者 模倣者 ＼模倣/




模倣者 模倣者 模倣者 模倣者
＼/＼/＼/
模倣者 模倣者 模倣者 模倣者
/＼/＼
模倣者 模倣者 模倣者 、模倣者
→ 第1段 階の模倣 → 第2段 階の模倣 → 第3段 階の模倣
図2模 倣の連鎖による拡散過程
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創始者でな く模倣者であることを明らかにすること)を 喜んで受け入れるかもしれない。」 との
見解を示 している。なぜなら,創 始者に近い模倣者であればあるほど,模 倣者が多 くの尊敬を受
ける傾向があり,創 始者の主張を受け入れることによって彼 らは創始者に近づくからである。
3.IT,ISの 「暗黙信 仰 性」 の概 念
近年 「IT革 命」,「IT時 代」等,「IT」 という言葉が 時代 のキー ワー ドとな ってい る。 今 や,
企業 におけるITやISの 有効活用は,業 務 プロセスの効 率化 と新 規 ビ ジネ スの創 出 の両面 にお
いて最重要課題 の一 つ と して認識 され るよ うに なった。 それ にと もな い,「ITやISを 活 用すれ
ばすべ てうま くい く」,あ るいは 「ITやISを 活用 しない と時代か ら取 り残 され る」 とい った風
潮が定着 しつつ ある。果 た して本 当にそ うなのであ ろうか?
これ までのITやISの 変遷 につ いてみ ると,例 えば,AI,マ ルチメデ ィア,イ ンター ネ ッ ト,
ブ ロー ドバ ン ド等のIT,そ してMIS,DSS,SIS,CIM等のISが 常 に社会 の関心を集 め て きた。
しか し,そ れ らの多 くは過剰反応,掛 け声倒れ の繰 り返 しであ った ように思わ れる。 このよ うな
傾向 は,と りわ けISに おいて顕著 である。 それは,新 たなISが 生 まれてはブームを起 こ し,そ
の ブームが去 る頃には別 の新 しいISが ブームを起 こす ということの連続 であ ったか らで ある。
「
その度 に,企 業 や公共機 関ではISに 対 して多額の投資 を行 い,そ れが回収 され たか ど うか もわ
か らない うちに次の新たなISに 再 び投資 を行 ってきたのであ る。
例 えば,1960年 代 に脚光 を浴 びたMISに つ いて考 えてみ ると,定 型業務 の効率化 には寄与 し
たが,管 理者 のア ドホ ックな情報要求 に技術が伴 わず 「MIS失 敗論」 を生 む ことにな って しまっ
た[7]。 そ こで,1970年 代 には非定型 的な意思 決定 を強力 に支援す るシステ ムと してDSSが 時「
代 の脚光を浴びなが ら登場 した。 しか し,そ のDSSも 非構造的(非 定型 的)業 務へ の対 応 をめ
ざ した システムであ るがゆえ に,皮 肉 にも非構造的業務 への対応 の難 しさに よ りしだいにその限
界を示す こととなった[8]。 その後 も,SISやCIM,CALS等が社会 の注 目を集 めたが,し だい
に忘 れ去 られたかのよ うな状況に陥 ってい って しま った ことは,周 知 の通 りであ る。
それでは,こ のよ うな 「ブーム」 に躍 らされ たの は誰 であろ うか?そ れは,も ちろん企業,
公共機 関,研 究所,大 学の多 くの人た ちで ある。 しか し,特 に顕著 であ ったのは企 業,公 共機関
の上層部 の人 たちであ った ように思 われ る。.ト ップマネ ジメ ン トの号令 の下,多 額 の費用 をか け
て新 たなIT,ISを 導入 したが,思 うよ うな成果 は得 られなか った とい うこ とが繰 り返 され て き
たのである。 そ して最近 では,莫 大 な累積赤字 を抱 える中,前 首相 の号令 に したが って 「IT先
進 国」 をめ ざし,多 額の国家予算をIT関 連 の領域 に配分 しようと した ことは記憶 に新 しい。 日
本全体 でこれと同様 の ことを行お うと したので ある。
筆者[3]は,そ の背景 に次 のよ うな要 因が存在 す ることを指摘 して いる。
①ITやISは その実体 が 目には見え に くい
② 組織 の上層部 の人 たちが,ITやISに つ いて あま りよ く理解 していない
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③ITやISが,経 営の広い領域に関連を持つ
④ 上層部の人たちは,社 会の動向に対 して敏感であり,他 社に遅れを取 りたくないという意
識(競 争意識)が 強い
⑤ 上層部の人たちが最:終的な意思決定権を持つ
上記の①と②は,組 織の上層部にとっての,IT,ISの 「暗黙性」を表 している。暗黙的である
上に③ と④が加わって,詳 細はよ くわか らないがいかにも役に立ちそうに思えるのである。また,
⑤は上層部の人たちの暗黙信仰性の影響の大きさを示 している。これが,筆 者[3]が 指摘 した,
ITやISに 対する 「暗黙信仰性」の概念である。ここでいう 「暗黙」 とは,ITやISは その実体
が 目には見えない上に,組 織の上層部の人たちがこれについてあまりよく理解 していないことを
表 しており,そ のような状況のもとでの 「信仰性」がITやISに 対する過大評価 過剰反応をも
たらすことを示 している。
4.IT,ISの 「二重 の 暗黙性 」 と 「過 剰反 応 フ レー ム ワー ク」
ITやISに 対す る暗黙信仰性が,こ れ らの 「ブームに乗 り遅 れては行 けな い」 とい う意識 を 組
織 の上 層部 の人 た ちに生 じさせ,ITやIS(と りわ けIS)に 対 して過剰 と も思 える投資 を 行 って
きた ことは前述 の通 りであ る。 この よ うな過 剰投 資 は,本 来Plan-Do-Seeの 管 理 サ イ クル の
「See」.に おいて明 らか にな り,そ の反省 が次 の 「Plan」 に反 映 され るはず で あ る。 それ に もか
か わ らず,こ れまで同様 の ことを何 度 も繰 り返 されて きた ところにも う一つ の大 きな問題 点があ
る。
筆者[3]は,そ の要 因 として,数 字 に表れ る効 果以外の定性的な効果 がISに おいては重要 で
あるため,評 価者 の主観 によ って効果的で あったと も,そ うで なかったと も評価 され うることを
指摘 し,こ れ を 「評価 の暗黙信 仰性」 と呼ん でいる。 その意味 で,ISは 導入 後 の評価 の 側面 に
おいて も 「暗黙 的」 なのであ る。
一 般 にISの 評価 を行 うの は,そ の導入 に大 きく関わ った人間であ ることが多い。 もし,「 効果
がなか った」 とい う評価 をその人が行 ったな らば,自 己が これまで行 ってきた ことを否定す るこ
と(自 己否定)に な って しまう。そ のため,ど うして も過大評価 の傾 向 にな りやす い。ISは,
その暗黙性 に より,詳 細の ロジ ックはよ くわか らな いが,社 会 で脚光 を浴 びてい るので他社 に後
れを取 りた くない とい う意識(模 倣 の意識)の もとで導入 され(導 入 時の暗黙性),導 入 後 の評
価 の際 も定性 的な色彩 が濃いため に客観 的な評価が 困難 である(導 入後 の評 価の暗黙性)と いっ
た特 徴を持つ ので ある。筆 者[3コ は,こ れを 「導 入一評 価の二 重の暗黙性」 と呼 ん でお り,こ
の二 重の 暗黙 性が,組 織にお ける客観的 なデータに基 づ く管理 サイクルを狂わす働 きを持つ こと
を指摘 してい る。
さ らに筆者[3]は,ISに 対 す る(特 に組 織 の上 層 部 の)「 二重 の 暗黙性 」 と,そ れ によ る














よれば,ISに 対 す る暗黙信仰性 が,ISへ の過剰反応,過 剰投資 の大 きな要 因 とな って き たこ と
が理解 されよ う。
5.「 米 国追 従志 向性 」 の概念
ここまでの議論 か ら,IT,ISの 「暗黙信仰性」 によ って,こ れ らに対 す る過 剰反応,過 剰投資
が行 われてきた ことが示 唆 され る。 それで は,こ の暗黙信仰性,そ して二 重の暗黙性を根強 く支
えつづ けた心理 的基盤 は何 であろ うか?
この問題 に対 して,筆 者 ら[4〕 は 「米 国追従志 向性」 の概念を提示 し,こ の概念 か らのア プ
ローチを試 みてい る。戦 後,日 本 は米国か ら新 しい技術,シ ステム,理 論 を導 入 し,そ れ に 「改
善」 を加 えて 日本流 にア レンジ しなが ら発展 してきた。 これは,自 動車,電 機 等,日 本の主力産
業 のみな らず,我 々研 究者 において も同様 である。 すなわち,大 きな流れで見れば,米 国 を追従
して発展 してきたのであ る。 したが って,米 国 か ら新 たに導入 される ものは,そ の全容が よ くわ
か らない うちか ら,日 本 が見習 うべ き(模 倣の)お 手本 である とい う意識 で受け入れ る傾 向があ
る。 これが,筆 者 ら[4]が 指摘 した 「米 国追従 志向性」 で あ り,暗 黙信仰 性 を根強 く支 えつ づ
ける心理 的基盤 とな って きた と考 え られ るので ある。
多 くの場合,こ れ らは実際 に日本が見習 うべ きお手本 となるにふ さわ しい ものであ った。 しか
しなが ら,IT,ISの 領域 では必ず しもそ うともいい きれなか ったように思 われ る。 もちろん,IT,
ISの 領域 において も,米 国か らコン ピュータが導入 され,日 本 企業 の発 展 に大 き く寄与 して き
たのであるが,個 々の ブームが太 き過 ぎた ため に,米 国追従志 向の意識 が暗黙信仰性,二 重の暗
黙性 を生 じさせ,そ れに より過剰 反応,過 剰投 資を繰 り返 す結果 とな って しまったのであ る。
このよ うな米 国追 従志 向性 は,上 記の経営や学問 の領域 のみな らず,フ ァ ッシ ョン,音 楽,ス
ポーツ等,多 くの領域 に深 く根を下 ろ して いるよ うに思 われる。 このよ うに考 え ると,米 国追従
志 向性→IT,ISに 対 す る暗黙信仰性 と二重 の暗黙性→過剰反応→過剰 投資 とい う関係を指摘す る
ことができ,そ の根 源 とな る米国追従志向性が根強 い ものであ るとすれば,今 後 も同様の過剰反
応,過 剰投 資を繰 ゆ返 す可能 性が高い。
一方,筆 者 ら[4]はIT,ISの 「米 国追従志向性」 による影響 を,
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1)メ イ ンフ レーム中心の集権型 の情報処理 の時代(MIS,DSS,SIS,CIMetc.)
2)現 在 の.PC&LAN,イ ンターネ ッ ト中心 の自律分散型の情報処理
に発 けて考 え ることがで きるとい う視点 を提示 して いる。
1)の 時代 にお ける掛 け声 倒れの要因 に関 しては,筆 者の 「代替 的双対 モデル」[9]と 「拡張代
替 的双対 モデル」[10]が 一つ の視点 を与 え るもの と考 え られ る。 それ は,日 本 の,権 限 委譲 を
基盤 と した分権 的な業務 プ ロセスの もとで は,局 所最適の防止 のための集権 的な(セ ンター コ ン
トロール型 の)情 報管理 の必 要性が,米 国 に比較 して低 いとい う視点 である。
2)の 時代 にな ってか らの掛 け声倒 れ に対 しては,日 米間で の 「時間 的 ・空 間的制約」 の違 いが
重要 な視点 とな るもの と思 われ る。 米国 に比較 して,日 本 はa)時 差がな い,b)国 土 が狭 い,c)
大都 市圏 に人 口が集中 してい る,た め時間的 ・空間的制約が小 さい。 しか も,日 本 の中では制 約
が大 きい地方 の町村では過疎 化が進 み,か つ老人が多いため,ITの 活 用 には 限界 が ある。 さ ら
に,日 本 ではfacetofaceの コ ミュニケー シ ョンを重視す る傾 向があ る。 したが って,日 本で は
時 間的 ・空間 的制 約が小 さいためにサイバ ー空間上 での取 り引 きの必要性が相対的 に低 く,米 国
でのサ イバ ー ・ビジネスの成功 例 と同様 の文脈 でIT,ISの 活用.を論 じる ことは むず か しいの で
ある。
この ような考 え方に基づき,筆 者 ら[4]は,近 年 の 自律 分散 型のIT,ISの 流れ をふ まえた場
合,こ れ まで と同様の過剰反応 や掛 け声倒れを繰 り返 さないため には,「 日本 は米 国 よ りも時 間
的 ・空 間的制約 が小 さい」 こ とを常 に認 識 してお く必 要があ ることを指摘 して いる。 こ うい つた
認識 がない と,単 に米 国を追従(模 倣)し,失 敗を繰 り返 す結 果 とな って しまうの である。
6.「 模倣の拡散」 とISの 暗黙信仰性 ・米国追従志向性 との蘭係
人 間だれ しも潜在的 に持 っている,最 初の創始者 にでき るだけ近い模倣者 になろ うとす る欲求
は,IS模 倣の拡散速度 を高 める役割 を果たす。 なぜ な ら,よ り早 い段 階 での模 倣 を め ざす競 争
が生 まれ るか らである。 とりわけ,コ ンサル タ ントに代表 され るISの 専 門家 に とって,最 初 の
創始者 に近 い模倣者 となって,よ り多 くの尊 敬を集 める ことは とて も重要であ る。 この尊敬が専
門家 としての地位 を高 め,そ れが他 の模 倣者 か らの ビジネス ・チ ャンスを拡大 させ るの である。
したが って,こ .の分野 の専門家 たちはITやISの 動 向 に対 して非常 に敏感で ある。
一方 でCasson[6]は 「すべての不適切 なモデルが排 除 され るほ ど社会.は未 だ発 展 しては い
ない。 そ う したモデル が排除 されるまで,巧 妙な人 は搾取 的な方法でモデルが振 る舞 うよ うに計
算 された情報 をわ ざと与 え,未 熟 な(unsophisticated)人 を操 り続 けるであ ろ う」 と述 べて い
る。
創始者 と模 倣者 とで は,互 いの環境 が必ず しも一致 する とは限 らない。その ため,創 始者や彼
に近 い模 倣者 にとって は適切 なモデルであ った として も,他 の模倣者 にとって は不適切 なモデル
で あるか も しれ ない。 しか しなが ら,も し不 適切なモデルであ った と して も,創 始者や彼 に近 い
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模倣者があたかも適切なモデルであるかのような情報をわざと与えたとすれば,未 熟な模倣者は
それを模倣 して しまうことになる。なぜなら,意 思決定のための情報が不足 している未熟な模倣
者は自分自身のモデルを持っていないからであり,不 適切なモデルが排除されるほど社会は未だ
発展 してはいないか らである。 このような不適切なモデルの模倣が,ISに 対する 「過剰投資」
の要因となっていたのではないかと考えられる。すなわち,巧 妙な創始者や彼の代行者たる模倣
者(専 門家)が 未熟な模倣者にあたかも適切なモデルであるかのような情報を与えてISの 暗黙
信仰性[3]を 生 じさせ,本 来は不適切であるかもしれないモデル(IS)の 模倣を促すことによっ
て,ISへ の過剰反応 ・過剰投資が繰 り返されてきたと考えるのである。
さらにCasson[6]は 「多数派の見解 に従うことは自分の行動(模 倣)を 仲間に正当化する
安全第一主義の戦略となる」ことを指摘 している。 とりわけ,創 始者が著名であったり,創 始者
の代行者たる模倣者が社会的評価の高い専門家であったりすると,そ の説得力が高まる。適切な
モデルを持たない者が,適 切なモデルを持 っているのが誰かを把握することができなくても,ブ ー
ムに乗ること(模 倣)に より,自 己の意思決定を正当化することができるのである。その意味か




前述のように,ISは 「暗黙的」であるため,二 重に情報が不足 している者 は多い。 ブームに
乗ってISが 拡散 していく背景には,二 重に情報が不足 している者が自己の意恵決定を正 当化 し
ようとする意識が働いているのではないかと思われる。
これに,新 たなISの 多 くが米国から生まれることを加味すると,筆 者 ら[4]の いう 「米国追
従志向性」の背景が浮かび上が る。米国から生まれた先端的なISを 早期に模倣す ることで創始
者にできるだけ近 い模倣者にな り,専 門家 としての高い地位とビジネス ・チャンスの両方を手に
入れようとする欲求が,米 国追従志向へとISの 専門家を導 くのである。彼 らの 「日本は米国に
比較 して～年以上遅れている」論はその典型であろう。
独創性の高い創始者によって新たなISが 考案 されたとき,創 始者にできるだけ近 い模倣者 に
なろうとする専門家によって,急 速にそのISが 社会に広まることは前述の通 りである。 創始者
に代わって,創 始者を模倣する専門家がISの 模倣を短期間で拡散させる役割 を果 たす。 すなわ
ち創始者を模倣する専門家がIS拡 散の役割を果たす創始者の代行者となるのである。 さ らに,
新たなIT,ISの 開発スピー ドの速 さを加味すると,模 倣をいっそう急がなければな らないこと
がわかる。創始者から遠い(後 の段階での)間 接模倣の模倣者になって しまうと,す でに次の新
たなIT,ISが 開発されてしまっている危険性があり,時 代に乗 り遅れるという,専 門家 にとっ
て耐え難い事態が待っているのである。その上,大 多数の人がその トレン ドに従っていることが
すべての人に明らかになると,残 りの人は,そ の トレンドが誤 りとわかると,大 多数の人を困難
から救わなければならないという罰を受けるのではないかと恐れるかもしれない[6]。
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創始者 にで きるだけ近 い模倣者 になろ うとす る専 門家 の欲求 とIT,ISの 開発 ス ピー ドの大 き
さとの相 乗効果 が,IS拡 散 の範 囲と速 度を飛躍的に増大 させ ることにな る。 その結果 としてブー
ムが起 こ り,そ れを多 くの企 業が追従す る ことによ り,ISの 暗 黙信 仰性 が 強化 されて きた の で
はないか と思 われ る。一方 で,IT,ISの 進展 の速 さが,こ うしたブームを短 期化 させ,次 の新 た
なISの ブームを起 こさせ るので ある。
7.お わ り に
本研究では,筆 者の先行研究[5]の 議論を拡張することにより,筆 者 らが過去 に提示 した 「暗
黙信仰性」[3]と 「米国追従志向性」[4]の 概念に対 して,「模倣の合理性」および 「模倣の拡
散」の側面からそれらの発生メカニズムを記述するという新たなアプローチの方向性を示 した。
そこで,ま ずCasson[6]の 枠組みに沿って,模 倣者,と りわけ情報が不足 している模倣者 に
とっての模倣の主観的合理性の背後に潜む心理的要因と,創 始者にできるだけ近い模倣者になり
たいという欲求 による模倣の拡散 プロセスについて考察 した。その上で,こ のような模倣の拡散








④ 創始者の同意な しに模倣可能であることが模倣の拡散をもたらし,そ れが暗黙信仰性を広
げる役割を果たすこと
⑤ 模倣の拡散の過程で最初の創始者に近 ければ近いほど,他 の(創 始者か ら遠い)模 倣者か
ら多 くの尊敬を受けると考える傾向が,ISの 拡散速度を増大 させること
⑥ 米国で生まれた先端的なISを 早期に模倣することで,専 門家 としての高い地位 とビジネ




(IS)の 模倣を促すことによって,ISへ の過剰反応 ・過剰投資が繰 り返されること
⑨ 創始者にできるだけ近い模倣者になろうとする専門家の欲求 とISの 開発ス ピー ドの速 さ
との相乗効果が,IS拡 散の範囲と速度を飛躍的に増大 させること
⑩IT,ISの 進展の速 さが,ISの ブームを短期化 させること
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これにより,筆 者 ら[4]の いう 「米国追従志向性」のみでは米国→ 日本のIS導 入とい う二国
間の狭い範囲に限定せざるを得ない 「暗黙信仰性」の発生メカニズムの記述を,よ り広い範囲へ
と拡張す ることができた。その一方で,情 報が不足 している者,と りわけ 「二重に情報が不足」
している者にとっての模倣の合理性は,米 国追従志向性の発生メカニズムの記述にも貢献するた
め,米 国→ 日本のIS導 入における暗黙信仰性の記述をも補強するものとなるであろう。
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